
FOR IMMEDIATE RELEASE 

 
 
 
 

報道関係各位 

 
 
 

発作性心房細動治療における 

「POLARxTM 冷凍アブレーションシステム」の段階的販売開始 

～ボストン・サイエンティフィックの革新的な新製品で、医療従事者へ新たな治療選択肢を提供～ 

 

 

ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社（本社：東京都中野区、代表取締役社長：スティーブン・モース）は、

発作性心房細動の治療法の一つである冷凍焼灼術（冷凍アブレーション）で使用する「POLARxTM 冷凍アブレーショ

ンシステム」の薬事承認を 2021 年 7 月 21 日に取得、また、9 月 1 日に保険収載され、段階的な販売を開始いたし

ました。バルーン形状のカテーテル「POLARxTM 冷凍アブレーションカテーテル」を用いて肺静脈入口部を円周状に

冷凍焼灼することで、心房細動を引き起こす肺静脈と心房との電気的なつながりを遮断する冷凍焼灼術の治療を行

うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心房細動には、発作性心房細動、持続性心房細動、長期持続性心房細動の 3種類があり、今回販売開始された 

POLARx は発作性心房細動の治療に用いられます。発作性心房細動は、時折出現したり停止したりする心房細動

のことで、約 90%が肺静脈由来の異常な電気興奮によって引き起こされることが分かっており、その肺静脈入口部を

バルーンで閉塞し、マイナス 40℃からマイナス 60℃程度で冷却して組織を冷凍壊死させることで、肺静脈と左心房

の間に流れる不要な電気回路を遮断します。 

特定の心筋部分を焼却する高周波アブレーション治療と比べて手技時間が短いため、冷凍アブレーションシステム

による治療は患者さんの身体的な負担を軽減することが期待される治療法と言えます。亜酸化窒素ガスを用いた冷

却により、肺静脈周囲の組織とバルーンが固着することでカテーテルの保持が安定されるため、術者の負担も軽減し

うる治療法です。また、血栓形成リスクや合併症発生のリスクの軽減にもつながることが期待されます。POLARx は
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冷凍アブレーション中にバルーン内圧を一定に保つよう制御されており、インフレーションからアブレーションまでバル

ーンのサイズが変わらないことで、冷凍中のバルーン位置のずれが生じにくくなることが期待されます。 

 

10 月 13 日には榊原記念病院において日本初となる POLARx を用いた手技が行われ、成功裏に終えることができ

ました。この症例を担当した新田 順一先生は、「超高齢化を迎えた日本において、心房細動に苦しむ高齢者は年々

増えており、カテーテルアブレーションによる治療件数の増加が見込まれます。より早く安全に治療することができる

アブレーション焼灼治療の選択肢がさらに増えることで、患者さんの症状や病態に合ったより良い治療法を提供し、

患者さんの QOL向上に貢献できるのではないかと期待しています。」と述べております。 

 

また、当社代表取締役社長スティーブン・モースは、「当社は、今回日本で新たに販売した冷凍アブレーションシステ

ムに先駆けて、カテーテル焼灼術に使用する高周波カテーテル電極、マッピングシステム、および心房細動に苦しむ

患者さんを治療するための「WATCHMAN FLXTM左心耳閉鎖システム」などを提供してまいりました。」と述べていま

す。「また、最近ボストン・サイエンティフィックは、心房細動や他の不整脈を治療するための非熱焼灼システムであ

る、Farapulseパルスフィールドアブレーションシステムを買収しました。この買収により、不整脈に苦しむ多くの患者

さんの治療を今後支援することが可能になると考えております。これらの革新的な製品は、医療従事者が心房細動

に苦しむ患者さんを治療するためのよりよい選択肢になると確信しています。」 

 

ボストン・サイエンティフィック ジャパンでは、RHYTHMIA HDxTMマッピングシステム、DIRECTSENSETMテクノロジ

ーを備えた INTELLANAV STABLEPOINTTMアブレーションカテーテルなど、心房細動の治療に使用される革新的

な製品ラインナップを揃えてきました。今回冷凍アブレーションシステムの領域に踏み込むことで、心房細動治療分

野におけるイノベーションをさらに加速させ、医療貢献に邁進してまいります。 

 

 
 

＜ボストン・サイエンティフィックについて＞ 

ボストン・サイエンティフィックは世界中の患者さんの健康を向上させる革新的なメディカルソリューションにより生活を改

善しています。40年を超えるグローバルな医療テクノロジーのリーダーとして、患者さんの満たされていないニーズに

対応し、ヘルスケアのコストを削減するパフォーマンスの高い広範なソリューションを提供して、生活のためのテクノロジ

ーを発展させています。 

日本においては、心血管疾患領域をはじめ、不整脈・心不全疾患領域、末梢血管疾患、消化器疾患、泌尿器疾患、婦

人科疾患領域、疼痛管理・パーキンソン病の治療領域で、患者さんの人生を実り多いものにすることに全力で取り組

み、日本の医療に意義のあるイノベーションを起こしていきます。 
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＜お問い合わせ先＞ 

ボストン･サイエンティフィック ジャパン株式会社 

コーポレートコミュニケーションズ＆ブランディング部 

E-mail： pressroom@bsci.com 
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